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イオン㈱１２月度連結営業概況

１．連結営業収益の前期比伸び率

　　１２月度の連結営業収益は、７，１８１億円、前期比１０５．７％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．月度トピックス

３．営業概況

４．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧
（単位：％）

2015年2月期

売上高 全店 既存店 全店 既存店

イオンリテール㈱　　 97.3 95.9 98.8 97.4
イオン北海道㈱ 97.7 96.9 100.2 99.3
イオン九州㈱　　 98.2 97.6 98.3 96.2
㈱ダイエー 94.3 95.1 94.8 96.5
マックスバリュ北海道㈱ 103.8 104.1 107.5 105.2
マックスバリュ東北㈱　　 98.5 97.6 100.3 97.8
マックスバリュ東海㈱　 102.4 97.4 102.6 99.3
マックスバリュ中部㈱ 106.7 98.4 107.0 98.4

99.2 96.9 101.6 98.1
マックスバリュ九州㈱　　 102.6 99.3 102.2 98.8
ミニストップ㈱ 　　　　　（注１） 93.7 97.1 94.6 96.4
㈱ＣＦＳコーポレーション 103.2 104.4 102.6 103.8
㈱コックス　　 99.6 100.6 100.9 102.5
㈱ジーフット　　 106.5 99.2 105.7 98.6
㈱イオンファンタジー　　 88.9 87.1 92.8 91.4

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

110.5          104.7          12/1～12/31 108.9          102.0          4/1～12/31

注１：ミニストップ㈱は、2013年11月度より既存店売上高前期比の計算方法を、ＰＯＳＡカードの売上を含んだ計算に変更しております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～12/31）
開店 閉店 開店 閉店 12月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 3 1 18 9 617
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 10(2) 2(0) 81(25) 41(4) 2008(659)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。

※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況

当月末の累計発行枚数： 約４，６８０万枚　月間利用金額： 約２，０４０億円

利用可能箇所： 約２０２,０００箇所

地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計９５種類（のべ４０道府県、３７市町、２０団体)

※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。

http://www.waon.net/special/region/index.html

2015年1月23日

取締役兼代表執行役社長 　岡田 　元也
　　（コード番号８２６７        東証第一部）

問合せ先 秘書室責任者 　髙橋 　丈晴

 イオンフィナンシャルサービス㈱

12月度（12/1～12/31）

（電話番号　043-212-6042）

　１２月５日、中四国エリアの交通の要衝である岡山駅前に西日本 大級となる「イオンモール岡山」をオープンしました。当モール
は、同県初出店となる２３８店舗を含む３５６の専門店で構成され、グランドオープン初日には約１０万人のお客さまにご来店いただき
ました。核店舗の総合スーパー「イオン岡山店」は、都市型のライフスタルと地域のこだわりを融合し、専門性の高い売場・商品構成
や、オムニチャネルを組み合わせたイオンの新しい総合業態「イオンスタイル」を具現化した 新店舗となっています。

　１２月１１日、当社と大阪市は包括連携協定を締結しました。本協定は、当社が自治体と締結する地域貢献協定として７３例目となり
ます。当社は１２日より地域貢献ＷＡＯＮとして１００枚目となる「すきやねん大阪ＷＡＯＮ」を発行したほか、大阪市と協働し、地域の活
性化や市民サービスの向上等に取り組んでまいります。

　イオンの物流を担うイオングローバルＳＣＭ株式会社（ＡＧＳＣＭ）が幹事を務める「イオン鉄道輸送研究会」は、日本貨物鉄道株式
会社のご協力のもと、環境保全への取り組みとともに年末の旺盛な商品需要に対応するため、１２月１４日と２１日に東京－大阪間の
専用貨物列車を運行しました。ＡＧＳＣＭは、「低炭素社会の実現」を目指し、トラック輸送から鉄道輸送への切り替えるモーダルシフト
を進めており、今回の専用貨物列車の運行は、「鉄道輸送研究会」メンバー企業である、ネスレ日本株式会社、アサヒビール株式会
社、花王株式会社、江崎グリコ株式会社の賛同により実現しました。

　１２月１９日、イオンモール株式会社及び永旺夢楽城（湖北）商業管理有限公司は、武漢市に湖北省初となる「イオンモール武漢金
銀潭」をオープンしました。当モールは総合スーパー「イオン武漢金銀潭店」を核店舗として約２００の専門店で構成され、オープンか
ら３日間で約２６万人のお客さまにご来店いただきました。２０１１年に武漢市と締結した大型商業施設の開発に関する協力協定のも
と、２０１６年までに５箇所以上の出店を計画しています。

　１２月度は、クリスマスや年末年始の準備に対応した品揃えや売場展開を強化したほか、ボーナス支給時期やギフト需要に合わせ
た販促企画等に取り組みました。ＧＭＳ事業では、食品のギフト商品や年末の帰省手土産等が好調に推移したものの、主に衣料品が
低調に推移したこともあり、既存店売上高が前年実績を下回りました。総合金融事業では、引き続きイオンカードの会員募集を強化し
会員数が順調に拡大するとともに、ＧＭＳ事業やディベロッパー事業等との共同販促におけるカードショッピング取扱高が伸長し、堅
調に推移しました。サービス・専門店事業では、ヒット作により観客動員数が増加したイオンエンターテイメント株式会社が好調となった
ほか、きめ細かいお客さまのニーズに対応した株式会社コックスやイオンペット株式会社も売上を伸ばしました。また、ドラッグ・ファー
マシー事業では、食品や調剤が大きく売上を伸ばし、好調に推移しました。

12月度（12/1～12/31） 当期累計（3/1～12/31）

マックスバリュ西日本㈱


